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裁
改
正
に
伴
う
市
現
千
例
改
正

ダ
日
臨
時
市
議
会
ひ
轟
宰
〔
〓
市
誉
仕
宅
の
朝
け
落
し
議
表
計

幹
告
関
係
で
自
動
車
事
教
了
ゴ

一
ね
た

コ
ら
舜

の
否
曇
専
致
処
今

み
処
理
作
業
中

に
著
生

Ｌ
だ
物

一
専
丁巧
の
報
告
て
晨
記
路
‘
で
，

壻
鼻
数
に
対
す
５
嬌
貧
賭
在
、
一ホ
就
犀
細
等
の
一部
ｔ
改
正
す

ろ
曇
仙
（
知
定
に

つ
し、
て
の
ホ

具
専
業
処
償
手
項

（
承
認
智
／

絆
で
す
。

お

稚
径
倒
の
改
正
は
、

４

月

／
日
施

行
の
や
ん
絃
著
等

の

一

弁
を
み
二
す
３
繁
律

Ｇ
奮
づ
く

ｔ

の
で
す

。
そ
の
内
容
は
、
①

ギ
言
務
引
き
上
げ

が
／
年
七

造

枷

さ
ネ
た

こ
て
に
ご

し、
‐

個
人

ホ
量

の
書

？

シ
減

堵

（道
ス
こ
／
柱工■廷
軍
に。
あ
Ｖ
韓
回
①

雷
領
・天
ボ
ザ
ス
自
動
車
Ｑ車

鷹箇
浅
３
″
¨
二
お
ｎ
平

引
キ
一上
げ
ｔ
ｒ
年
チ
カ
．〇
ふ

３
さ
と
紳
栽
に
任
３
特
倒
溶
κ

の
賛

て
憲

み

６
彗

花
。

④
旧
３
額
ル
の
本
に
体
二
好
何

仙
載
学
ｔ
４
年
間
で
詫
我

・
束

上
守
３
．
（０
土
地
の
固
定
昔
雄

親

の
３

慢
翌

甦

婚

の
３
年
進

侵
・告
象
等
打
繁
め
雄
邁
に
関

す
る
各
別
猶
ご
戦
狂
壮
ザ
＜
勧

仕
ｏい
打
象
と
な
っ
た
土
地
の
ロ

庁
替
潅
漑
ら
だ
徒
〔
却
孵
利
の

打
年
か
うヽ
除
計
す
３
・
０
〉旭
ん

市
民
議
等
（置
ダ
理
写
金
の
た
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「
亀
。

ツ

バ

い

し
　
　
て

１‥―‥‥‥‐‥
木
ｔ
見
て
森
ｔ
肇
ず

‥‥‥‥‥‐‥‥‥‥一　
戦
争
主
義
の
論
議
の
十
で
，

一
｛て
や
百
相
か
発
し
た
「
木
ｔ

＝
見
て
黒
ｔ
見
ず
」
と
い
う
こ

＝
と
ば
が
グ
ル
グ
ル
て
頭
の
中

一
で
回
ヽ
て
い
ま
す
。
「木
ｔ

ｉ‥‐‐‥‥‥……
見
て
森
李
見
ず
し
落
広
辞
苑

一
は
『
細
か
い
点
に
■
意
し
過

‥‥‥‥‥‥‥‥
ぎ
て
大
き
く
全
林
ｔ
っ
か
ま

…………‥‥‐‥‥
な
い
』
こ
説
明
・
戦
争
主
義

一
で
自
各
際
の
リ
ス
ク
２
巌
妻

‥‥‥‥‥‥‥‥‥
３
の
で
は
な
い
か
ど
し、う
蛛
”

―‥―‥…‥‥‥‥
急
に
守
格
首
相
は
、自
各
場

一曹
要
の
リ
ス
７
以
ヱ劇
に
国
民
の

悼

日
を
Ｑ

の
結
墨

ど
日

じ
よ
５

に
０
８
ゝ
り
。
こ
の
６
点

か
主
ち

も

の
で
き
ノ．

こ
の
議
年
は
、
呑
員
会
付
き

ｔ
省
略
し
‐
‘
晨
′
日
の
本
像

議
で
構
ま
し
ま
す
。
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リ
ス
７
ｔ
低
く
す
ぎ
班
警
佛
＝

む
と
述
べ
、自
容
場
ｏ侵
の
り
一

ス
ク
が
｛ふ
ま
３
と
甲
Ｄ
の
は

＝

「
木
を
見
て
Ａ
ヒ
昆
ち
い
」
＝

議
論
言
と
ヽ
い
ま
す
。　
　
一‥‐‥‥‥‥‥‥‥‥‥

憲
琺
９
金
ｔ
拝
っ
た
日
本
＝

が
自
衛
路
を
海
外
に
出
し
、
＝

ざ
力
行
複
ｔ
育
３
こ
と
脅
旨
＝

許
さ
４
３
わ
け
が
あ
り
ま
せ
＝

ん
。
申
縮
首
相
は
お
ツ
ダ
ム
＝

官

あヽ
ご
（」３
か
宅
ぞ
こ
え
理
＝

解
で
て
て
い
ち
い
の
で
は

，

‥‥‐‥‥‥‥‥‥‥

い
で
し
ょ
う
か
。
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森
の
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キ
ツ
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え
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て
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ま
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い
③

笙
百
”
口
思
（最
事
しま
した

す
で
に
使
観
の
二
馨
走

塾
饉

し
、
ち
夕
永
で
は
父
親
が
一番

若
く
な
ぅ
て
い
ま
す
ｏ
零

お

０
に
感
３
に
外
ツ
貧
親
＾
”
回

き
い
裁
事
一こ

っ、き
ま
し
た
。

η
£
歳

郵

住

柏

ち

枯
＃

る
亀
疇

‐２
い
平

６
上
Ｄ

絆
告
本

(本 し― う し

コ
ん

日
本
共
産

「
織
ゲ
載
寡

」
に
反
対
”
紫

ア
メ
リ
カ
が
引
き
起
こ
す

戦
争

に
、

い
つ
で
ｔ

、
で
３

で
ｔ
白
合
蔽
が
参
戦

・
軍
争

支
一鮮
す
Ｒ
θこ
と
と

可
能
に
す

３
戦
争
繁
実
は
，
５
日
が
日

豊

傷

本
室

マ

僣

呈

萌

ヒ
各
党
の
冒
疑
が
行
ゎ
れ
，
多

議̈
入
り
し
ま
し
た
。

日
本
失
産
党
の
山
下
よ
しき

圭
ｏ記
局
長
は
な
日
に
国
会
的
で

記
者
会
見
レ
‐
「
戦
争
堵
夕
は

戦
翡
長
思
①
悪
襲
な
」
「癬
冥

に
す
３
ま
で
処
め
知
占
ドて
力
色

総
鯖
集
し
玉
曾
閉
す
３
」
と
摯

意
孝
明
し
ま
し
た
。

「
日
経
」
お
日
付
は
「
層
灯

」
が
／
月
調
査
の
準
予
２
リリ

チ

に
た

、
た
グ

マ́
／を
示
）

「
集

団
的
自
衛
権
行
凍
に
開

す
Ｂ
去
宴
威
上
に
は

，
汗
ン

増

ん

つ
つ
ム
３
」
三
で

Ｅ
。

「
来
日

の
戦
争
に
若
キ
ユ

タ

索
機
”
Ｌ
と
い
う
首
相
ぬ
ジ

頭

に
清
じ
マ
憾
チ
が
「
脚
４

し
↑
い
」
と
呼
え
　
二
集
に

Ｍ
†
ゝ
政
府
ひ
説
明
に
つ
い

て
ｔ
り
Ｌ
が
「
不
十
分
』
ヒ

答
え
て
い
ま
す
。́
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々
①
営
意
受
営
じ
た
〓
上
智
自
ド

監
督
ハ
最
新
作
で
す

▼
卦
縄
で

舗
響
塑
部

さ
ん
な
理
野
古
新
琴
地
糞
護
反

Ｎ
の
た
た
か
い
に
な
着
し
ま
す

基
地
ｔ
つ
く
３
＾
は
倒

ホ
ル

Ｑ
詢
ド
士
ち
は
だ
か
る
の
は
，

同
り
県
民
ひ
卦
韓
倶
む
・”機
動
豫

て
Ｒ
製

憲

零

た

。
本

当

の
献

は
誕
は

６
鴬

育
行
に
あ
３
ｔ

ａ
ｔ
見

ｆ

ん
な
だ
０
欧
凸
は
層

印

し
ま
す
予

Ｔ
の
的
な

の
は
，

厳

し
い
致
防

の
中

に
輝
簡

見
ん

ち
明
３
き

で
す
。

一
徴
即
者
の

紫
兼
〓
ュ

ー
モ
ア
で
は
ぐ
し
、

薇
い
齢

リ

ュ

留

一し
０

つ
。
息

は
、
ユ
鮮
古

ｏ
ゲ
ー
ト
）前
フ
ェ

ン
ス
に
場
げ
ら
な
た
琉
歌
の
一

節

蟹

来
。
そ
の
琉
象
と
は
「

今
年
じ
む
月
ヤ

戦
呪
み
上
け

呻
綱
ぬ
思

い

世
界

に
語
ら
」
。

■
智
景
塁
挙
は
、
れ
た
ち
の
た

た
か
い
に
終
止
若
〓
打
つ
時

、

そ
ひ
姜
圭
〓
こ
日
本
中
に
世
界
中

に
亀
３̈
・つ
じ
》
縁
い
う
‐
と
い

，つ
蒐
妹
脅
て
つヽ
て
才
▼
「
沖
縄

分
止
め
に
い
も
へ
は
、
日
本
で

息
ｔ
崚
き
逗
Ｒ
フ
と
し
て
い
ろ

戦
争
て
い
も
の
で
す

」
と
監
管

の

一一上
さ
人
。
主
人
公
６
一
人

で
沖
縄
戦
ｔ
生
き
工
だ

た
多

き
た
は
、
「
坤
織
か
密
力
「
て

会
国
の
事
屁
に
つ
た

，
ネ
鰺
上

等

。
９
粂
士
り
ヽ
さ
な
い
て
戦

争
の
ち
り
櫓
し
い
国
に
」
▼
て

の
沖
縄
の
是

い
に
受
″
し
た
国

会
包
ロ
ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
エ
ー
シ

に
は
／
万
ヶ
千
＾
プ
参
加
。
オ

ー
ル
坤
護
付
ら
オ
‐
”
コ
４

Ｎ

シ

ヘ
。
一奨
ス
に
広
か
う
マ
い
ま

器
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囲
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ｔ
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さ
せ
ま
す
▼
タ
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